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全域で
見られます

アヤメ科の花が
3種類

咲いています！

香りがするよ
実の匂いを

嗅いでみよう!!

キジバト
日本にいる野生のハトです。地面
に落ちた落ち葉などに頭を突っ込
んで、餌を探す様子等がよく見ら
れます。羽縁の赤褐色のウロコ模
様が特徴です。お寺や公園で群れ
ている灰色の「ドバト」とは異な
る種類です。

全域で
見られます

人家近くの道端から山地まで、ごく
ふつうに生育するスミレです。花の
色はふつう薄い青紫色ですが、色の
濃淡は変化に富んでいます。

タチツボスミレ

武蔵野植物園で
見られます

今週はここに注目！

ナツグミ

柄のついたクリーム色の花が1～
3個垂れ下がります。夏に楕円形
の赤い実をつけます。

名前にヘビとつきますが、トカゲ
の仲間。昆虫やクモを食べます。
草の中をゴソゴソ動いている姿や、
杭の上でじっとしている姿をよく
見かけます。

カナヘビ

水生植物園など
で見られます

キショウブ
アヤメやカキツバタ
の仲間ですが、日本
にもともと生育して
いた植物ではありま
せん。ヨーロッパ原
産で、明治時代に渡
来し、現在は日本全
国の湿地に野生化し
ています。

ノイバラ
野生のバラで、日当たりのよいと
ころに多く生育します。花は香り
がよいので、香水の原料にも使わ
れます。

鳴子百合（なるこゆり）の名前は、
花の咲く様子が稲田で鳥を追う鳴
子を思わせることによります。

ナルコユリ ジャケツイバラ

名前は、能の「二人静」に由来し、
静御前の霊とその霊に憑かれた
菜摘女（なつみおんな）が舞を舞
う姿にこの花を見立てたと言われ
ています。

フタリシズカ

アヤメ カキツバタ

キショウブ

スダ爺
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アオダイショウ
北は北海道から南は鹿児島まで、
日本の広い範囲に生息している
へびです。通常は青緑色をして
います。体長は100～200cmで、
毒はありません。

水生植物園や
水鳥の沼などで
見られます

吉野様
おつかれさまです！
どうもありがとうございます。
作成した見ごろ情報の
確認と修正をお願いいたします。
≪特に気になるところ≫
①地図で示した場所があっているかどうか

②ジャケツイバラとアオダイショウは過去の
データが見つかりませんでしたので、
（写真はＤａｔｅ→画像→動物と植物のフォルダ

からお借りしました。）写真と文章のおかしいと
ころの修正をお願いできればと思います。
お手数をおかけします。
どうぞよろしくお願いいたします。

追伸：美幸さんや私のA班はしばらくお休みに
なるので、見ごろの掲示等はB班の方（山崎さ
ん？）にお願いすることになるかと思います。

よろしくお願いいたします。

小室

全域で
見られます

カキツバタ
名前は、カキツケバナ（掻付花、書
付花）の転じたもので、花の汁
をこすりつけて染めたことによ
ります。「万葉集」や「伊勢物
語」などの古典文学に登場し、
家紋にも用いられるなど、古く
から日本人に親しまれた植物で
す。

蛇と蛇が絡み合うようにツルが重
なり合うため、この名がついたと
もいわれています。刺があること
や、名前から、バラの仲間のよう
に思われがちですが、マメ科に属
し、豆のような実ができます。

花の下の部分が胴長で、この形が
香辛料となるチョウジ（フトモモ
科の高木）の花に似ることから、
名前がつきました。有毒植物です。
川岸の木の下や湿地にまとまって
生えます。園芸目的の採集や埋め
立てなどにより減少し、絶滅が危
ぶまれる植物です。

チョウジソウ

路傍植物園を中心に独特の
香りが漂っています。「ク
リの花の香りに似た」「青
臭い匂い」などと表現され
ます。スダジイは虫が花粉
を媒介する「虫媒花」で、
強い香りで虫を誘います。

スダジイ（花の香り）

全域で
見られます
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